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中国四国地方環境事務所

わが国における「国連持続可能な開発のための教育の10年」実施計画
2006年３月関係省庁連絡会議決定

●「国連持続可能な開発のための教育の10年」（2005年

～2014年）において、あらゆる人々が質の高い教育の恩

恵を享受し、持続可能な将来と社会の変革のために求

められる価値観、行動、及びライフスタイルを学び、各

主体が持続可能な社会づくりに参加する世界を実現す

ることを目指し､関係省庁が連携して本実施計画に掲げ

られた諸施策を着実に実施することを目的として策定。

●持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）において、わ

が国では持続可能な開発のための環境、経済、社会面

の多岐にわたる課題の中で、「環境保全を中心とした課

題を入口として、環境、経済、社会の統合的な発展につ

いて取り組みつつ、開発途上国を含む世界規模の持続

可能な開発につながる諸課題を視野に入れた取組を進

める」と明記。

●あらゆる主体が参加・連携すること、環境及び経済、社

会のテーマを総合的に扱うこと、参加型アプローチを重

視すること、体系的思考力やＥＳＤの価値観を重視するこ

と等のＥＳＤ実施の指針に基づき、政府は施策を推進。

●初期段階の重点的取組事項として、普及啓発、地域

における実践、高等教育機関の取組を提示。

●ＥＳＤの推進において個人､家庭､学校､地域､ＮＰＯ､

事業者等の各主体に期待される取組を提示。

●ＥＳＤに関する国際協力を推進。

●ＥＳＤの10年の評価方法を検討し、中間年（2009年）に

見直し、最終年（2014年）に評価。

黒潮実感センターは、四国西南端の自然豊かな柏島を「島が

まるごと博物館」と捉えた活動をしている団体です。「里海」を

キーワードにして、地元住民の方と観光客と共に、持続可能

な里海づくりを目指しています。

中国四国地方には、地図の先行事例以外にも数多

くの地域や団体がＥＳＤに取り組んでいます。環境

保全を中心に、国際貢献、福祉、人権、ボランティ

アなどの入り口から、地域に根ざした様々な活動を

行っています。

■中国四国地方におけるＥＳＤ活動

※里海とは
人が海からの豊かな恵みを享受するだけでなく、人も海を耕し守る。人と海とが共
存できる場所･･それが私たちの目指す｢里海｣です。私たちは地元住民の方と会員の
皆様と共に、全国に先駆けた里海のモデルを柏島に作るよう努力しています。

■環境省ＥＳＤ促進事業

　黒潮実感センター（2006年度採択）
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黒潮実感センター

●自然を実感する取り組み
　　・海洋生物の調査研究や海洋セミナーの実施

　　・海の環境学習会や体験学習の開催

　　・エコツアーの開催

●自然を活かすくらしづくり
　　・住民の物産販売「里海市」への参加

　　・望ましいかたちでの海洋資源活用の振興

　　・豊かな漁場づくりのお手伝い

●自然とくらしを守る取り組み
　　・海洋環境の定期的な調査を実施

　　・サンゴや藻場の保全活動

　　・自然とくらしを守るルール作りのお手伝い
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